
クロキ
（はいのき科）

常
緑
の
小
高
木
で

、
低
地
の

林
内
に
普
通
に
見
ら
れ
る

。
樹

皮
が
黒
い
こ
と
か
ら
名
が
つ
い

た

。
葉
は
濃
い
緑
色
で
光
沢
が

あ
る

。
花
は
白
色
で

、
葉
の
つ

け
根
に
固
ま

っ
て
咲
く

。
屋
久

島
で
は

、
葉
を
仏
前
や
墓
に
供

え
る

。

花
期
一
～

四
月

熱心に聞き入る視察者

縄
文
杉
の
看
板
を
リ
ニ

ュ
ー

ア
ル

て
整
理
・
見
直
し

、
②
情
報
の

共
有
化
の
推
進

（
巡
視
結
果
の

共
有
と
連
絡
体
制

）
、
③
屋
久

島
世
界
遺
産
地
域
の
管
理
に
関

す
る
情
報
提
供

（
屋
久
島
山
岳

部
保
全
募
金

、
山
岳
部
自
動
車

利
用
の
適
正
化

、
屋
久
島
主
要

山

岳

部

の

利

用

動

向

把

握

調

査

、
ヤ
ク
タ
ネ
ゴ
ヨ
ウ
保
全
対

策
連
絡
協
議
会

）
な
ど
に
つ
い

て
議
論
が
な
さ
れ
ま
し
た

。

こ
の
結
果

、
平
成
一
七

、
一

八
年
度
事
業
実
績
及
び
一
九
年

度
の
事
業
計
画
並
び
に
行
政
評

価
の
指
摘
事
項
を
踏
ま
え
た
今

後
取
り
組
む
べ
き
課
題
を
明
ら

か
に
す
る
と
と
も
に

、
自
動
カ

ウ

ン

タ
ー

に

よ

る

入

山

者

数

デ
ー

タ
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
連
携
し
た

新
た
な
活
動
を
確
認
し

、
併
せ

て
巡
視
結
果
の
情
報
共
有
シ
ー

ト
や
連
絡
体
制
な
ど
が
整
理
さ

れ
ま
し
た

。

今
回
の
会
議
は
報
道
機
関
の

取
材
も
多
く

、
屋
久
島
世
界
自

然
遺
産
地
域
へ
の
関
心
の
高
さ

が
感
じ
ら
れ
ま
し
た

。

林野庁屋久島森林環境保全センター発行洋上アルプス
屋久島生態系モニタリング 屋

久

島

世

界

遺

産

地

域

の

管

理

の

課

題

と

対

策

の

方

向

性

に

つ

い

て

整

理

・

見

直

し

TEL0997-42-0331 FAX0997-42-0333
ﾎｰﾑﾍﾟ-ｼﾞ http://www.kyusyu.kokuyurin.go.jp/syoukai/hozentop2.html
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プロットは、3林班と4林班の境界にある急傾斜な尾根
を標高400mﾌﾟﾛｯﾄから30分程登った所である。局所地形
は、複合急斜面で南西向きである。

プロットの階層別植生は、高木層では、ｲｽﾉｷ･ﾏﾃﾞﾊﾞｼｲ
が多く、ﾔﾌﾞﾂﾊﾞｷ･ｸﾛﾊﾞｲ･ｻｶｷ･ｲﾇｶﾞｼ･ﾊﾞﾘﾊﾞﾘﾉｷなどが混
生する。個体数は小ﾌﾟﾛｯﾄで差がある。

亜高木層では、小ﾌﾟﾛｯﾄによって個体数の片寄りが見
られる。ﾀｲﾐﾝﾀﾁﾊﾞﾅ･ｲﾇｶﾞｼ･ｻｸﾗﾂﾂｼﾞ･ﾋｻｶｷ･ｸﾛﾊﾞｲ・ﾊﾞﾘ
ﾊﾞﾘﾉｷなどが出現する。

屋久島西部植生垂直分布調査
（平成１６年度調査）

・国割岳西側斜面（標高600ｍ地点）

ＮＯ．

世界遺産地域連絡会議の様子

屋

久

島

世

界

遺

産

地

域

連

絡

会

議

を

開

催

低木層では、ﾋｻｶｷが最も多く、ﾊﾞﾘﾊﾞﾘﾉｷ･ﾀｲﾐﾝﾀﾁﾊﾞﾅ・
ｸﾛﾊﾞｲ・ｻｻﾞﾝｶ・ｻｸﾗﾂﾂｼﾞ・ﾊｲﾉｷなどが混生する。個体数
は少ないがｱﾃﾞｸ･ｽﾀﾞｼﾞｲ･ｳﾗｼﾞﾛｶﾞｼ･ｵｵﾑﾗｻｷｼｷﾌﾞも出
現する。

草本層では、ﾋｻｶｷ･ｻｻﾞﾝｶ･ﾀｲﾐﾝﾀﾁﾊﾞﾅ･ｾﾝﾘｮｳ･ｱﾘﾄﾞｳ
ｼ・ﾋﾒｲﾀﾋﾞ・ﾎｳﾛｸｲﾁｺﾞがほとんどの小ﾌﾟﾛｯﾄに出現する。
個体数は少ないがｶﾝﾂﾜﾌﾞｷ･ﾐﾔﾏｳｽﾞﾗ･ﾁｹｲﾗﾝ・ﾔｸｼﾏﾂﾁ
ﾄﾘﾓﾁ･ﾅﾝｶｸﾗﾝ･ｲﾇﾀﾏｼﾀﾞ･ﾅﾁｼﾀﾞ･ｽｼﾞﾋﾄﾂﾊﾞ･ﾂﾙﾎﾗｺﾞｹな
ども出現する。一部にはｳﾗｼﾞﾛの群落もある。

二
月
一
五
日

、
鹿
児
島
市
に

お
い
て

、
九
州
地
方
環
境
事
務

所

、
鹿
児
島
県

、
屋
久
島
町

、

九
州
森
林
管
理
局
が
出
席
し

、

平
成
一
九
年
度
世
界
遺
産
地
域

連

絡

会

議

が

開

催

さ

れ

ま

し

た

。本
会
議
は

、
世
界
遺
産
一
覧

表
に
登
録
さ
れ
た
屋
久
島
の
適

正
な
保
全
管
理
の
推
進
を
図
る

た
め

、
関
係
機
関
相
互
の
連
絡

調
整
を
行
う
こ
と
を
目
的
に
毎

年
行
わ
れ
て
い
ま
す

。
今
回
の

会
議
は

、
昨
年
一
二
月
の
本
会

議
幹
事
会
を
経
て

、
主
に
①
屋

久
島
世
界
遺
産
地
域
の
管
理
の

課
題
と
対
策
の
方
向
性
に
つ
い

に

お

け

る

林

業

の

歴

史

と

現

状

、
人
工
林
間
伐
材
の
島
外
出

荷

、
森
林
環
境
保
全
・
管
理
活

動
等
に
つ
い
て
説
明
を
行
い
ま

し
た

。

一
行
の
皆
様
は

、
屋
久
島
に

お
け
る
路
網
整
備
や
人
工
林
間

伐
材
の
島
外
出
荷

、
野
生
生
物

の
生
息
の
現
状
と
課
題
等
屋
久

島
の
森
林
・
林
業
と
保
全
管
理

活
動
の
双
方
に
つ
い
て

、
熱
心

に
質
問
さ
れ

、
こ
う
し
た
取
組

に

大

変

感

心

さ

れ

、
参

考

と

な

っ
た
様
子
で
し
た

。

望

デ

ッ
キ

の

外

に

出

な

い

な

ど

、
こ

れ

か

ら

も

登

山

者

の

方
々
を
は
じ
め
と
す
る
皆
様
の

ご
理
解
と
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す

。

リ
ニ

ュ
ー

ア
ル
し
た
看
板

屋
久
島
森
林
環
境
保
全
セ
ン

タ
ー

で
は

、
こ
の
度

、
老
朽
化

し

一

部

文

字

が

見

え

に

く

く

な

っ
て
い
た
縄
文
杉
解
説
板
の

リ

ニ

ュ
ー

ア

ル

を

行

い

ま

し

た

。
な
お

、
新
し
く
し
た
解
説

板
は
文
字
部
分
の
み
を
取
り
替

え
し

、
今
回

、
新
た
に
縄
文
杉

を
世
に
紹
介
さ
れ
た
岩
川
貞
次

さ

ん

の

名

前

も

明

記

し

ま

し

た

。
ま
た

、
色
づ
か
い
は
前
回

と
同
様
に
自
然
に
配
慮
し
た
色

づ
か
い
と
し

、
海
外
の
利
用
者

も
わ
か
り
や
す
く
す
る
た
め
英

語

表

記

も

併

せ

て

行

い

ま

し

た

。
縄
文
杉
の
保
護
の
為

、
展

屋

久

島

の

森

林

・

林

業

を

視

察

二
月
七
日

、
高
知
県
梼
原
町

議

会

産

業

建

設

委

員

会

八

名

が

、
貯

木

場

と

自

然

休

養

林

（
ヤ
ク
ス
ギ
ラ
ン
ド

）
を
視
察

し

、
署
・
セ
ン
タ
ー

の
事
業
内

容
に
つ
い
て
説
明
を
う
け
ら
れ

ま
し
た

。

今
回

、
同
町
は
森
林
に
対
し

て
多
様
性
が
問
わ
れ
て
い
る
地

元
の
森
林
整
備
の
方
向
性
を
探

る
こ
と
を
目
的
に
訪
所
さ
れ
た

こ
と
か
ら

、
職
員
が

、
屋
久
島

屋久島の植物



年度 調 査 内 容

1）植生の分布調査プロットの設定

2）屋久島国有林の水質調査

1）屋久島への入込者の実態調査 ※ 平成8年度以降は委託調査

2）森林植生への影響調査

3）雨水・渓流水の実態調査

1）屋久島への入込者の実態調査

2）生態系への影響調査

3）水質への影響調査

1）屋久島における森林施業の検証

2）今後の持続可能な森林管理経営の方策

3）水質への影響調査

1）植生の垂直分布調査（屋久島西方の国割岳西側斜面、1，000ｍまでの地域）

2）ヤクタネゴヨウの保全状況調査

3）屋久島西部海岸地域の森林利用

4）水質への影響調査（H8からのモニタリング調査の継続）

高層湿原における植生と土砂堆積の実態調査・対策への提言

（花之江河・小花之江河）

1）花之江河・小花之江河湿原の保全対策調査（登山道整備計画の樹立）

2）湿原環境のモニタリング調査（追加調査：水位・土壌・植生・水生動物）

3）植生の垂直分布調査（屋久島東方愛子岳東側斜面：屋久島西方国割岳との比較目的）

1）屋久島及び森林生態系保護地域への入込者の動向調査

2）植生の垂直分布調査（屋久島中央部・大王杉付近～縄文杉～宮之浦岳）

3）縄文杉の樹勢及び植生回復事業の経過観察調査

1）屋久島における既往動物研究の文献リスト作成

2）植生の垂直分布調査（屋久島南方の烏帽子岳南側斜面）

3）高層湿原における植生モニタリング調査（花之江河・小花之江河）

1）植生の垂直分布調査（屋久島西方の国割岳西側斜面の2回目）5年間の経年変化の考察

2）ヤクタネゴヨウ分布調査（5年間の経年変化の考察）

屋久島北側斜面の垂直分布調査（高塚山北側斜面）

1）屋久島東側斜面の垂直分布等の調査（愛子岳の2回目調査） 5年間の経年変化の考察

2）今後における高層湿原の保全対策基礎資料の調査（花之江河・小花之汀河）

1）植生の垂直分布調査（屋久島中央部・大王杉付近～宮之浦岳）5年間の経年変化の考察

2）縄文杉周辺植生、根元土壌、樹勢回復状況の調査

3）ヤクシカ天然林阻害実態把握モニタリング調査（西部地域）

『洋上アルプスＮｏ．１５６号裏面』屋久島森林環境保全センター

平成１２年度

平成１３年度

平成 ７ 年度

平成 ８ 年度

平成 ９ 年度

【生態系ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞ調査特集】

平成１８年度

平成１９年度

屋久島生態系モニタリング調査実績

平成１４年度

平成１５年度

平成１６年度

平成１７年度

平成１０年度

平成１１年度


